
 

八雲東地域コミュニティ協議会 

 

【命を大切に、心を大切に】 

日頃より、地域協議会活動にご理解ご協力賜り心から御礼申し上げます。震災・コロナ感染など

災禍に遭われた多くの皆様にお見舞い申し上げます。 

当協議会は、八雲東小学校校区にあり（八雲東地区・大日東地区）総人口約 9000人の皆様への   

まちづくり活動に取組み、暮らしやすく魅力あるまちにしていく事を目指しております。 

『いつも明るく、楽しい場所』『あたり前のことを、あたり前に』『努力した分は、必ず良い結果が

出る』前向きで一生懸命に頑張る子供たちを支え、目標を達成できる大人になってもらうよう、家

庭と地域と共に寄り添って造り上げていく事が出来るように。また、高齢者皆さまへの見守り活動

により独りにならない様に。このような不安な社会だからこそ、『命の大切さ』やさしく相手を思

いやる気持ち『心を大切に』する地域にしていきたいと思います。 

７年目となる当協議会は、皆さまの支えがあるからこそでございます。今後もご協力のほど、 

よろしくお願いいたします。 

末筆ではございますが、皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

八雲東地域コミュニティ協議会・会長 野阪博美 

1面／会長挨拶 

2・3面／あなたの知らないコミュニティ協議会 

4・5面／コロナ禍でもこんな活動やっていました 

6・7面／できていますか？防災への備え 

8面／青色防犯パトロール・地域のポスト・編集後記 

『地域のポスト』を設置しています。 

場所は八雲東コミュニティーセンター1階。 

目安箱のような役割で、ぜひ「こんなイベントや

ってほしい！」「道路などの危険個所をなんとか

してほしい」 

一人では解決できないお困りごとや、アイディ

アをぜひお聞かせください。 

今後はお返事も掲示板に掲示されていきます。 

地域の声で、地域を盛り立てていきましょう♪ 

 

 

―編集後記― 

昨年に続き、無事に広報誌を発行することができ、ご協力いただいた皆様には感謝の気持ちで

いっぱいです。この２年間、世界はコロナウイルスに翻弄されてきました。明るい日差しが見

えたかと思えばまた閉ざされる、の繰り返しで誰もが疲弊し笑顔は布の下に隠される。そんな

中で自分のできることを日々模索するだけで何も見つからず皆さん悔しいと感じることも多か

ったと思います。それでも時間は止まりません。新しい日々の中に希望を見いだし、共に生き

ることが、これからの世界に求められるものなのかなと感じます。 

人は誰しも１人では生きられず、誰かの力を借りて寄り添い合いながら生きています。その事

実と感謝の気持ちを忘れず、次年度もコミュニティ協議会の活動を見守り、応援していただけ

るよう精進して参りますので今後ともよろしくお願いいたします。また、イベントが開催され

ましたらぜひご参加ください。                    

広報担当・佐野泉 

 

青色防犯パトロールは、警察から許可された 

自主防犯活動です。 

地域の安全のために毎日見守り活動を実施中！ 

隊員 1名あたり月に 1回程度、1回 30分程度。 

運転免許の有無は関係ないので、女性でも可♪ 

あなたもカッコイイ青パト隊員になりませんか？ 



 

地域住民が中心となり、地域の問題点や町つくり・課題へと取り組み自治促進

を図ります。 

そのため、小学校区または中学校区を基本とした自治会や町内会を中心にさま

ざまな団体等で構成されていることがほとんど。 

そこに加え、社協、民生・児童委員、PTAや青少年育成指導員会、老人クラブ、

婦人会、NPO、などなど、地域のさまざまな団体なども参加協力 

しています。 

八雲東地域コミュニティ協議会は設立から 7年目と 

まだ浅いですが、こういった活動は日本全国にあり 

地域活性化や防災防犯活動に力をいれています。 

コロナ禍になり、大きな活動はあまりできてはいませんが小さな活動は様々行

っています。次のページにあるような活動や、イベントを主催することも。 

『地区運動会』や『やぐひがまつり』などコロナウイルスが流行以前は、そう

いった大きなイベントの主催・運営も行っていました。 

今後コロナウイルスが終息に向かえば、大きなイベントも行いつつ小さなお子

さんを対象としたイベントや年配の方に向けたものなど、多くの方が参加でき       

るようなイベントを企画していきたいと思います。 

掲示板や回覧板、その他でも情報を発信していきたいと  

思いますので興味のあるイベントには 

ぜひご参加くださいね。 

近年では、「めんどくさい」「近所づきあいをしたくない」など、町会という組織

から離れる傾向が全国に広がっています。 

町会やコミュニティに参加しないと、なにが良くないの？と感じますよね。 

少子高齢化する中、人口の流出が止められずに地域が衰退したり、災害や重大な

犯罪が起こった際に地域に甚大な被害が起こってしまうなど、人と人がしっかり

とつながっていれば避けられることも多くあります。 

地域コミュニティが正しく機能していれば、学校や地域住民と深く結びつき、表

面化しにくい虐待やいじめなどから子どもたちを守ることも可能になります。 

実際に過去には、地区運動会の際に不審者に迅速に気が付き、声をかけ退場して

もらったというケースもあります。 

普段から地域住民と密接であるため、不審者の侵入にすぐに気が付き危険な事態

が起こる前に回避することができたということですね。 

犯罪を事前に防ぐことはとても重要です。地域とつながっていれば年配の方の孤

独死などを防ぐこともできます。 

目に見えてわかることは少なく、必要性を感じにくいこともありますが、人と人

がつながることで『命を守る』ということを目指しているのです。 

まつりで使用されているキャラクター

『やぐひがくん』と協議会のロゴは 

現在、商標登録が完了しています。 

 



 

昨年度に続いて、八雲東地域の公園を中心に応援ポスターを掲示。 

まだまだコロナウイルスの影響はありますが、負けずにみんな一緒に頑張って

いきましょう 

八雲東小学校周りを週に 1度お掃除しています。 

美化活動として、花壇のお世話や 

放課後学習サポートなども行っています♪ 

現在、献血協力者の深刻な減少が続いています。 

献血協力が必要とされています。 

イオンモール大日駅前ロータリーでは、 

献血活動を行っていますので 

ぜひ、ご協力よろしくお願いします。 

メロディーハイム大日住民美化の会は 

『守口市緑化推進協議会』にも参加しています。 

新型コロナウイルスの影響で、暗くなりがちな

日々の中、少しでも地域住民方の 

笑顔が見られるよう、1年を通じて 

美しい花を咲かせ美化活動に 

努めております。 

社協・民児協では高齢者世帯を対象に、災害時

に使用できる物資を手渡しし安否を確認。 

災害への備えと、防災意識の向上を目指します。 

植樹が行われ、活動スペースは狭くなってしま

いましたが、マスクとディスタンスを取り  

ながらペタンク・お掃除、頑張っています。 



 

大阪工業技術専門学校との協働事業と

して行っていました『防災立体地図』

が完成し、八雲東コミュニティセンタ

ー1階に展示してあります。 

安全面を配慮し、アクリルのカバーを

地域の業者さんにご協力いただき取り

付けてあります。 

お家が立て替えられたりしたら、配置

を変えることもできる優れもの♪ 

お子さんやお孫さんと一緒にご自身の

避難経路を確認してみてください。 

 

 

八雲東地域は、阪神淡路大震災後に設定された『危険な密集市街地』として上

げられていました。令和 2年度末に評価方法が変更されたことで、解消されたも

ののまだまだ道幅が狭い場所があり、地震や火災の際に被害が拡大してしまう恐

れがあります。 

日頃からの防災意識を持つことが、命を守ることにつながります。 

特に自分で自分を助ける『自助』・地域で助け合う『共助』が非常に大切で、1995

年に発生した阪神淡路大震災で倒壊した家屋などに閉じ込められた人々の多く

は、救助隊員だけでなく家族や近所の住民によって救出されています。 

こういった点からわかるように、どうすれば自分が助かるのか？家族を、知り合

いを助けることができるのか？を知ることで防災意識向上へとつながります。 

八雲東地域コミュニティ協議会では、行政が用意した防災備蓄に加えて防災用

品を揃えており災害時に最も早く考えるべきなのは『地域の住民の命は、地域で

守る』ということ。公的な救助を待つのではなく、迅速な行動でより多くの命を

救うことを意識しておく必要があります。 

 

防犯カメラは青、消火栓は黄色もしくは

赤、と色わけしてどこに何があるかわか

るようになっています。 

●水・非常食●電池●ゴミ袋●ラップ●家族の下着 

●懐中電灯●手動ラジオ&充電器●トイレットペーパー 

●非常用トイレ●アルミシート●給水バッグ●軍手 

●救急セット●保険証のコピー●生理用品●マスク 

●ウェットティッシュ●紙皿・紙コップ・割りばし 

●新聞紙●カラビナ（フック）●洗口液・歯ブラシ 

●ガムテープ・油性ペン●カッパ 


